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本論は，スカイラインを通して，これに係る景観要素と視野フレーム内の構図がどのように関係している

のかという点に着目し，スカイラインの型式化を試みることにより，景観の構造の一端を明らかにすること

を目的としている．スカイラインの分類要素を「形状」「遠近」「単複」「位置」の４要素とし，景観の構図が

最も対照的でしかも基本的とされるヴィスタ景及びパノラマ景並びにその他に分け，それぞれの構図のスカ

イラインの違いを明らかにし，スカイラインの型式化を試みた．構図の違いに見られるスカイラインの違い

から７つの型式を示した．各スカイラインの型式と構図との関係から景観が有する構造の一端を表出するこ

とができたと考える． 
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１．目的 

 

景観は，視点の移動とともに視対象の見かけの大

きさや見え方が変化するだけでなく，新たな視対象

が現れたり，見えていた視対象が視野から外れたり

するなど，視野フレーム内の視対象そのものが入れ

替わったりする．こうした視対象の変化は，眺める

主体にさまざまな情報を付与し，個別の視対象，そ

れらが集まった視野フレームの景観及び複数の視

野フレームの景観まで，さまざまなレベルの景観が

主体の経験に蓄積され，まちの景観，広域的な地域

の景観等のイメージの形成に影響している．景観の

様態は多種多様で，主体の経験も一様ではないため，

景観の構造はとらえ難いものと考えられる． 

景観の変化を分析する研究には，ＳＤ法など主体

と視対象の両者の関係を分析評価する手法を用い

るものがあるが，この心理分析的手法は，評価の判

断が視対象に起因するものなのか，又は主体の経験

に起因するものなのか明確に分けることはできず，

評価の客観性を確保することが極めて困難だと思

われる． 

そこで，本論では景観の構造に研究対象を絞り，

景観形成における個々人の経験等に依存する主体

を研究対象から外し，視対象に焦点をあてることと

した．しかし，視対象も多種多様であることから，

複数の景観を比較するにあたり，基準となる景観要

素を設定することとし，それを，多くの景観に共通

するスカイラインとした．スカイラインを構図の比

較媒体にした場合，研究対象となる景観要素はスカ

イライン周辺に限定され，構図との関係性が見出せ

るのかが課題となるが，スカイラインを形成する景

観要素は，景観のエッジに相当し，スカイラインの

特徴（後述）に直接的に関係するため，景観の構造

を明らかにできるのではないかと仮定し，特異な部

分として着目したものである． 

なお，スカイラインの形成に関与しない景観要素

については，視野フレームに占める割合の大小にか

かわらず，視点によってはスカイラインを形成する

要素になることもあれば，スカイラインを形成する

景観要素の様態に直接影響を及ぼす要素でもある．

スカイラインを形成する景観要素は限定されるも

のの，構図の一部を構成する要素でもあり，その他

の景観要素も同様に構図にかかわり，スカイライン

を形成する景観要素との構図上の関係を通してス

カイラインに間接的にかかわることになる． 

本論は，スカイラインを通して景観要素が視野フ

レーム内で，景観の構図上どのように関係している

のかという点に着目し，スカイラインの型式化を試

みることにより，景観の構造の一端を明らかにする

ことを目的とする． 
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２．背景 

 

(１)スカイラインの定義 

空は，景観を構成する要素の中で，物体として存

在していない特殊な要素である．また，広範囲にわ

たり地上の複数の地物と視覚的に接し，スカイライ

ンを形成している．スカイラインは，辞書によれば，

the outline of buildings, trees, hills, etc. seen against the 

sky１）（空に対する建物，樹木，丘などのアウトラ

イン）という意味を持ち，空の輪郭というよりは，

建物等の地物の輪郭としての意味合いで定義がな

されている．本論では，この定義に従い，空と地物

の視覚的な境界線をスカイラインとして扱うこと

とする．これにより，視野フレーム内を横断する水

平方向のスカイラインだけでなく，見かけ上，地物

と空が接して形成される鉛直方向の線並びに視野

フレーム内の上下・左右の複数の線など多種多様な

線をスカイラインとして扱うこととする． 

 

(２)スカイラインに関する既往研究 

スカイラインに関するこれまでの研究には，杉浦

ら（2000）のスカイラインの形状に潜む周期性を分

析評価したものがある．これは，都市スカイライン

の変化がスペクトルという記述言語にどのように

表現されるのかについて，その一端を明らかにする

ため，スカイラインに対し，１次元のスペクトル解

析を行った定量的な研究である２）． 

また，岡部ら（2015）は，大阪平野を対象とし，

人工物である高層建築物の分布とスカイラインと

の関係及び視程距離による平野を囲む自然物であ

る山々とスカイラインとの関係をまとめ，大阪平野

におけるスカイラインの特徴を明らかにした研究

を発表している３）． 

しかし，知覚的現象の主要分野の１つである景観

の透視形態論の構図論，すなわち景観要素間の相互

関係や構図全体と視野フレームとの関係に関する

現象４）を扱う分野において，スカイラインの視点

から取り組んだ研究はないと思われる．スカイライ

ンは，視野フレーム内で空を除く最遠端の地物を対

象にするため，その前景を含めた構図や構造など，

景観全体の把握に有効に働くと考えられる． 

 

 

３．スカイラインの分類要素 

 

スカイラインの分類については，前述の岡部らの

既往研究も踏まえて，分類要素を設定することとし

た．スカイラインの分類要素の抽出にあたり参考と

した当該既往研究を概観する．この研究は，大阪平

野を対象地として現代都市における山々と高層建

築それぞれのスカイラインに着目し，その視覚的影

響を把握し，新たな景観資源を発見・評価すること

を目的としたものである．都市のスカイラインにつ

いては，高層又は超高層建築によって主に形成され，

大阪市のほぼ中央を南北に連なり，その密集度合い

を把握している．また，山のスカイラインについて

は，可視・不可視分析と大阪府における平均視程距

離から生駒山地が眺められる機会が多いことをと

らえている． 

このように，高層又は超高層建築の人工物が作る

スカイラインと山の自然が作るスカイラインとを

分けて考えていることから，スカイラインの「形状」

を意識していることが窺える．また，視程距離を分

析に用いていることから，スカイラインの「遠近」

を意識していることが窺える．このほかにも，視点

の位置によっては，超高層建築と山を同時に視野に

おさめる景観も想定され，スカイラインが単一の視

対象によって形成されるとは限らないことから，本

論ではスカイラインの構成要素の「単複」を追加す

ることとした．さらに，スカイラインは，同一高さ

に現れるとは限らず，視線の上下方向に高低差を

もって現れることもあるため「位置」も要素に追加

した．景観が俯瞰景などの場合は，視野フレーム内

にスカイラインがないこともあるが，そのようなス

カイラインがない景観は対象外とした．以上，スカ

イラインの分類要素は，「形状」「遠近」「単複」「位

置」の４要素とすることとした． 

 

 

４．スカイラインの分類要素別の特徴 

 

可視領域内の地物が形成するスカイラインの特

徴をスカイラインの４つの分類要素毎に考察する． 

 

(１)形状 

スカイラインは，さまざまな線形で形成されてい

る．建築物のような人工物がスカイラインを形成す

る場合は，直線的になり，樹木や山々の自然物によ

る場合は，不規則な曲線的な線となる．地平線や水

平線がスカイラインになる場合は，曲率が小さい曲

線的な線となる．また，スカイラインは，一般的に

は開いた線であるが，圓通寺庭園の借景５）に見ら

れるようにスカイラインが閉じたパスになること

もある．室内から窓を通してみる外の景観における

スカイラインも，地物の線と窓枠により，スカイラ

インは閉じたパスとなる．さらに，公園など樹木に
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覆われた場所に視点を置いた場合，木々の間からの

み空が見え，スカイラインが細かく分割され，複数

の閉じたパスの集合体で構成されるものがある． 

 

 

 

 

図－１ スカイラインの形状 

 

(２)遠近 

スカイラインを構成する地物の位置は，遠近の２

分類で相対的に見ると，遠景域と近景域の両方又は

どちらか一方に存在するものの，スカイラインは，

構成地物の存在場所の遠近に左右されず，連続した

線を形成する．たとえば，市街地において，建築物

がスカイラインを形成する場合，建築物と隣り合う

建築物との間に遠くの山並みが見える場合，近景域

の建築物と遠景域の山並みは，不可視領域を間に挟

み，不連続な位置関係にあったとしても，建築物と

山とのスカイラインは連続する．これは地物以外の

空間を大気が隙間なく覆う空の特殊性と，スカイラ

インが１次元として認知される性質に起因すると

考えられる． 

 

 

 

 

図－２ スカイラインの１次元化 

 

前節で取り上げた圓通寺庭園の借景の景観に見

られる閉じたスカイラインのパスは，圓通寺の建築

物の庇と圓通寺の苔庭・石庭内外の樹木と比叡山の

輪郭によって形成されているが，庇も樹木も比叡山

も同一立面上にはないにもかかわらず，１つの連続

する１次元のスカイラインとして認知される． 

 

 (３)単複 

スカイラインは，視点の位置によっては，１本の

樹木だけでスカイラインを形成すること又は海と

いう１つの景観要素が水平線というスカイライン

を形成することもあるが，視野フレームに多くの視

対象が存在するときは，複数の景観要素でスカイラ

インが形成される． 

単独要素・複数要素の区分は，スカイラインを形

成する要素の数に対してだけでなく，種類において

も住宅地や高層建築群のように単一的要素で形成

する場合と，人工物と自然物との複合的要素で形成

する場合がある． 

(４)位置 

スカイラインの位置とは，視軸の鉛直方向を基準

にしたときに仰角で見る位置にあるか，俯角で見る

位置にあるか，水平に近い角度で見る位置にあるか

の違いを示すものとする．スカイラインを仰角で見

る場合は，スカイラインを形成する地物までの視距

は近景の範囲に止まる場合も，コンケイヴ地形のよ

うに遠景に至る場合もある．俯瞰で見る場合は，俯

瞰する角度の範囲に不可視領域は少なく，視距は相

対的に遠景に至ることが多い．水平に近い角度で眺

める場合は，遠景域に立ち上がりのある地物がなく，

水平線のように地球の曲線によってスカイライン

ができる場合や，コンケイヴ地形で視点の標高とス

カイラインを形成する地物の標高が同程度の場合

がある． 

 

 

５．スカイラインの型式と構図 

 

はじめに，景観の構図が最も対照的でしかも基本

的とされるヴィスタ景，パノラマ景６）に対し，ス

カイラインの分類要素をパラメータとして，それぞ

れの構図のスカイラインの特徴を抽出できること

を確認し，その後，この２つの構図以外の構図につ

いても，スカイラインの特徴を考察し，型式化する． 

 

(１)ヴィスタ型 

ヴィスタ景は，視線方向に連続する地物により，

１方向（ヴィスタ軸方向）の奥行が強調される特長

を持つ景観である．ヴィスタ景を形成する地物がス

カイラインに無関係の場合もあるが，本論で扱う

ヴィスタ景は，ヴィスタ軸に平行する地物がスカイ

ラインを形成するものに限定する． 

ヴィスタ景の構図は，ヴィスタ軸上の視点の移動

に対して安定しているといわれている６）．ヴィスタ

を形成する地物は，ヴィスタ軸と平行に配置され，

建築物であればファサード面が，樹木であれば幹の

配置が揃っていることが特徴である． 

スカイラインの特徴としては，その形状が近景域

から遠景域に向かって一定の方向性を示すことが

あげられる．形状は，建築物の場合は，パリのオペ

ラ通りに見られるように直線的であるが，明治神宮

外苑の絵画館前通りのイチョウ並木のように樹木

の場合は，不規則な曲線的な線である．いずれの場

合も，スカイラインは，建築物であったり，樹木で

あったり，単一要素で構成される．また，スカイラ

インは仰瞰域に現れる．これを構図の名称に倣って

ヴィスタ型のスカイラインということとする． 
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(２)パノラマ型 

パノラマ景は，開けた眺望を確保できる水平方向

の広がりに特化する景観である．視点の移動に対し

て視線入射角の変化量の小さい遠景域の構図は安

定しているものの，近景域では，その変化量が大き

く，構図は不安定である．パノラマ景は，遠景域を

見渡せる範囲が広く，俯瞰景（近景域，中景域を俯

瞰し，遠景域を仰瞰するコンケイヴ地形を含む．）

又は水平景を採ることが多い．遠景域の地物の見え

方がきめのレベルとなることが多いため，構図は，

一団の土地利用又は地物の集合単位となることが

多い．また，遠景域の地物が景観のエッジとなり，

近景・中景域の外周を囲む構図を採る． 

スカイラインの特徴としては，遠景域にスカイラ

インが形成される．形状は遠景域の地物に影響され，

地平線，山並み，建築物又はそれらを組み合わせた

地物の線で構成される．これを構図の名称に倣って

パノラマ型のスカイラインということとする． 

 

(３)借景型 

借景される地物と借景する地物は，視覚的には連

続する構図を採るが，不可視領域を間に挟む場合も

ある．構図の構成としては，借景される地物と借景

する前景と１対１の関係をとることが多い．借景さ

れる地物は，山であったり，橋梁であったりするが，

少なくとも借景庭園に関していえば，周（2013）の

研究７）が示すように典型性の高い 32 の借景庭園の

眺望対象は１つの地物となっている． 

スカイラインの特徴としては，借景される地物の

線で構成され，構図的には背景に位置するため仰瞰

域に現れる．これを構図の特徴から借景型のスカイ

ラインということとする． 

 

(４)額縁型 

視野フレームの上下左右を空以外の景観要素で

区切られ，その枠の中で構図が構成される景観があ

る．圓通寺の借景庭園のように寺院の建物の庇と縁

側等で縁取られたもの，近景の樹木が覆いかぶさる

ような景観，屋内から窓越しに見る外の景観がこれ

にあたる．視点が枠に近づくと視野フレームから枠

が外れるため，この構図が成り立つ視点の位置は限

定される．よって，構図は一定の範囲の視点に固定

される． 

スカイラインの特徴としては，景観が上下左右に

区切られるため，スカイラインが閉じたパスになる

ことがあげられる． 

 

(５)亜ヴィスタ・亜パノラマ混合型 

亜ヴィスタ景とは，ヴィスタ景に見られるように

地物が並列しているものの，セットバック量の不統

一や建築物の多様な形状，庭木の有無や樹種の違い，

異なる土地利用等によって，ヴィスタ景のような視

点の移動による構図の安定性が得られない景観を

いうこととする．また，亜パノラマ景とは，地物の

配置の不規則性により，部分的に視界が開け，眺望

が確保でき，視線方向によって眺望の最遠端が近景

域に留まったり，遠景域まで達したり，眺望の範囲

が不規則な景観をいうこととする． 

スカイラインの特徴としては，亜ヴィスタ景・亜

パノラマ景が，地物の種類の多様性及び近景域から

遠景域まで地物の位置の多様性を許容するため，線

形，要素構成，位置が特定されないことがあげられ

る． 

 

(６)テンポラリー型 

テンポラリーな景観とは，視点直近の地物が視野

フレームを独占する構図を採る景観をいうことと

する．視点の移動に対して極めて不安定な一時的な

構図である． 

スカイラインの特徴としては，形状が構図を構成

する視点直近の単独の地物のアウトラインで形成

されることである．スカイラインの位置は，近景の

仰瞰域となる． 

 

(７)フィルター型 

林など一団の地物を前景とし，その隙間から後景

を眺める構図を採る景観をいうこととする．視野フ

レーム内を前景と後景で二重構成の構図を採る． 

スカイラインの特徴としては，フィルターとなる

近景域前景の地物によって分割され，形状は前景域

の地物の形状によって定まり，閉じたパスのスカイ

ラインが複数現れる．スカイラインの位置は近景域

で，水平域から仰瞰域となる．フィルター越しの後

景域の地物と前景域の地物とでスカイラインを形

成することもあるが，スカイラインを閉じる役割を

担うのは前景域の地物であり，その意味ではスカイ

ラインを形成する近景域の地物によってこの構図

の特徴が規定されるといえる． 

 

 

６．考察 

 

前章で述べたスカイラインの特徴を表－１に，構

図の特徴を表－２にまとめた．なお，表－１には，

構図と関連づけるため視線方向（視軸）を項目とし

て追加した． 
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表－１ スカイラインの型式別特徴一覧 

 (１) (２) (３) (４) (５) (６) (７) 

視軸 単 複 単 単 複 単 複 

形状 開 開 開 閉 開 開 閉 

遠近 遠－近 遠 遠 近 遠・近 近 近 

単複 単 単・複 単・複 複 複 単 単 

位置 仰 全 仰 水 全 仰 仰・水 

表中の(１)～(７)は，第５章各節の見出しの型に対応 

視軸：「単」は単方向視線，「複」は多方向視線 

形状：「開」は開いたパス，「閉」は閉じたパス 

遠近：「遠－近」は遠景域から近景域に連続，「遠・近」

は遠景域と近景域が混在 

単複：「単」は構成要素が単一要素，「複」は構成要素が

複数要素 

位置：「仰」は仰角域，「全」は仰瞰・俯瞰・水平域，「水」

は水平域 

 

表－２ 構図の特徴一覧 

 構図の安定性 構成要素の配置 

(１) 
特定の視線方向の移動に

対して安定 

一定方向に連続配置 

(２) 
近景域を除いて安定 広域的に不規則に連続配

置 

(３) 
特定の視点周辺かつ視線

方向の移動に対して安定 

特定の視線方向の前後に

連続又は不連続配置 

(４) 
特定の視点周辺かつ視線

方向の移動に対して安定 

外周と内側が連続又は不

連続配置 

(５) 
不安定 不規則に連続又は不連続

配置 

(６) 不安定 単体が対面配置 

(７) 
前景要素域内の移動に対

して安定 

前景後景二重配置 

表中の(１)～(７)は，第５章各節の見出しの型に対応 

 

(１)不安定な構図 

本論では，視点の移動に対する状態をもって，構

図の安定・不安定をとらえている．表－２で不安定

な構図に位置付けた亜ヴィスタ・亜パノラマ混合型

及びテンポラリー型について，表－１から読み取れ

る共通事項は，スカイラインが開いたパスで，かつ，

近景域の地物によって形成されることである．亜

ヴィスタ・亜パノラマ混合型のスカイラインは，遠

景域の地物によっても形成されるが，近景域の地物

が存在することが共通する部分となる． 

構図が不安定になる要因としては，スカイライン

のパスが開かれているため，スカイラインを形成す

る地物の対象範囲が広くなり，視点の移動にともな

い視野フレーム内のスカイラインを形成する地物

又は第４章で示したスカイラインの４つの分類要

素が変化する可能性が高いことにある．さらに，ス

カイラインを形成する地物は，近景域にあるため，

視点の移動にともない視野フレームから外れやす

く，他の地物に変化しやすいことが考えられる． 

 

(２)安定的な構図 

視点の移動に対して安定的な構図は，条件付きで

はあるが，前節の２型式を除いた形式となる．共通

点は，額縁型とフィルター型を除いて，スカイライ

ンが遠景域の地物で形成されることである． 

構図が安定する要因としては，ヴィスタ型・パノ

ラマ型・借景型は，それぞれの型が成立する視線方

向について，視線が遠景域まで届く空間の広がりを

もち，かつ，一定の地物で構成されることが考えら

れる．なお，額縁型とフィルター型については，ス

カイラインは不安定な構図の場合と同様に近景域

で形成されるが，スカイラインの形状が閉じたパス

になっているため，近景域の空間構成が固定化され，

構図が安定すると考えられる． 

 

(３)構図の特殊パタン 

視野フレーム内のスカイラインの構成要素が単

一要素のヴィスタ型，テンポラリー型及びフィル

ター型のとき，景観の構図は，３つのパタン（表－

２）に限定される．１つは構成要素が一定方向に連

続する配置，１つは単体の要素が主体（視点）と対

面する配置，１つは前景と後景が二重になる配置で

ある．これらの構図の構成は，単一要素のため，本

来構図が有する景観要素間の相互関係が成立しな

いという点で特殊な構図パタンと考えられる． 

 

 

７．結論 

 

構図は，景観を構成する要素間の相互関係である

が，本論は構図の違いに対応したスカイラインの型

式化により，景観が有する構造の一端を表出させる

ことができたと考える． 

 

付録 

(１)本文中の景観要素と地物の使い分けは，次のと

おりである．景観要素は，形，色彩，テクスチャー

などの形態・様相の総体として使用した．一方，

地物は，形態・様相を考慮しない，単に「もの」

を表す意味で用いた． 

(２)第５章各節のスカイラインの型式を記述する

にあたっては，次の写真を事例として参考にした．

ウェヴサイトの画像を参考としたものは URL を

示した． 
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a)ヴィスタ型： 

パリ・オペラ通り 

https://blogs.yahoo.co.jp/m_miyoko94/31519259.html 

神宮外苑絵画館前通り 

http://www.visiting-japan.com/ja/articles/tokyo/j13sj-ji

ngu-gaien.htm 

b)パノラマ型 

 

c)借景型 

足立美術館日本庭園 

https://www.adachi-museum.or.jp/garden 

d)額縁型 

圓通寺借景庭園 

http://www.ryokan-yachiyo.com/ryokan-kyototrip/ryok

an-travel-entsu-ji-temple.html 

 

e)亜ヴィスタ・亜パノラマ混合型 

 

f)テンポラリー型 

 

g)フィルター型 
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